
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ？熱中症？ 

まぎらわしい、その症状・・・ 

熱中症を理解して 

予防しよう（再度お願い） 

臨時号 

⑫ 

2020/08/19 大阪市立大正北中学校 保健室 

頭痛・発熱・だるさ・筋肉痛・・・。コロナと似ている症状の

ためこの時期はどちらか医療機関でも迷うそうです。 

このところ特に暑い！まさに酷暑ですね。大阪では最高気温が

３７℃の日が多く、また、夜でもかなり暑いです。全国では、

４０℃を超える気温をたたき出した地域があります。アメリカ

では５４℃のところもあったとか！ 

新型コロナウイルス感染症予防のため、マスクと過ごす夏・・・。

熱中症予防はしっかりしましょう。日差しもかなりきついです。

特に部活動をがんばっているみなさん。注意してください。 

質問 

１ 



まわりの暑さや運動などで

からだにたまった熱を逃す

ことできなくなり（体温調節

ができなくなり）、脱水症状

などを引き起こします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 

２ 

質問１の答え 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 

３ 

質問２の答え 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暑いときは無理に運動せず

に、風通しのよい日かげで休む

ことが大切です。 

以下のことにも注意しましょう。 

質問 

４ 

質問３の答え 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寝不足で疲れていると、汗をかく働きや血の

流れが悪くなり、からだの熱を逃しにくくなり

ます。 

また、下痢の人は

体内の水分が減っ

ているため、脱水

症状を起こしやす

くなります。 

熱中症の予防には、

夜はぐっすり眠る、朝

ごはんを食べる（水分

や栄養分を取る）な

ど、規則正しい 

生活が大切です。 

寝不足で疲れている人、下痢

など体調が悪い人は熱中症

になりやすいので、無理をしな

いようにしましょう。 

質問 

５ 

質問４の答え 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水だけでなく、汗で失われる 

電解質（ナトリウムやカリウム 

など）をからだに取り入れるため

に、スポーツドリンクを飲むのが

よいでしょう。 

質問 

６ 

質問５の答え 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～特におねがい～～ 

質問６の答え 


